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コ･ラ･ム 

私の貴重な映像体験の一つに昭和天皇崩御の日のことがありま

す。大葬当日はテレビはニュースとクラシック番組だけとあって、全

国のビデオレンタル店に大衆がおしかけ、店内は〔貸出中〕のレッテ

ルだけになりました。革新的な家電商品が多くの人のライフスタイル

を変えるという証明でもあります。 

社団法人日本映像ソフト協会JVAはニッポン放送会長だった石田

達郎さんの肝入りではじまりました。1970年、未だ海のものとも山の

ものともつかないビデオソフトを五千億産業に育つとぶち上げた氏

に、私も大いに共鳴した一人で、早速角川書店から月刊雑誌「ビデオ

でーた」（当時名）を創刊し応えたものでした。当協会は、所帯は小

さいものの加盟各社に、映画各社はもちろんの事、レコード、出版、

放送、洋画配給等多様なメーカーが勢揃いしており、各々の業界が抱

える著作権問題が全て集約されるという長所と、様々な立場の社が集

まっているが故に解決の窓口となって意見調整を行うことの難しさ

もあり、矛盾する大いなる悩みをかかえております。又、海賊版ビデ

オの駆逐では、警察庁の協力を得ながら先頭に立って奮闘し、著作権

者の立場の保護に貢献してきたという自負もあります。 

二十一世紀はブロードバンドの時代といわれております。ＩＴと

デジタル化で、通信に放送にプラットホームは掛け算で増えつづける

ものの、コンテンツには限りがあります。大ヒットした「タイタニッ

ク」も「千と千尋の神隠し」も一本は一本で、誕生までの創作現場の

苦労を思うと切なくなる程です。私たちは愚直に作品を生み続けるこ

とが業態そのものとしても、創造性を第一義として大切に大切に活用

していかなければいけません。 

私も永らく当協会の理事と副会長を務めて参りましたが、今般ポ

ニーキャニオンの稲葉前社長に代わって会長に就任しました。皆様の

御協力を心からお願い申し上げます。 
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８月２日（金）15時から、東京港区の三田共用会

議所において、「コンテンツ海外流通促進機構」の

設立総会が開催されました。 

これは、日本の知的財産戦略を展開していくため

には、海外における著作権分野の権利侵害、いわゆ

る海賊行為への対策が必要とされることから、文化

庁と経済産業省が民間に同機構の設立を呼び掛け

たものですが、その建議の中に以下の理由が述べら

れています。 

 

１．アジア域内における文化交流により、音楽、映

画､アニメ等への関心が高まり、コンテンツ産業が

新たな成長産業分野を生み出す可能性があること。 

２．アジア地域における海賊版の状況は、コンテン

ツ産業の活動と文化的な創作活動を阻害する懸念

がある。この懸念は、デジタル技術の進展に伴う

高度な複製、ブロードバンドを通じた海賊版の流

通によって、一層高まっていること。 

３．日本のコンテンツ産業が海外展開を促進するた

めには、権利者や企業が共同して民間の組織を設

立し、海外における監視、訴訟提起等の活動が必

要であり、権利者や事業者による権利行使の必要

性については、７月に公表された「知的財産戦略

大綱」でも指摘されていること。 

以上の建議が承認されて同機構が正式に発足し、既

に、模倣品対策を講じるために設立されている「国

際知的財産保護フォーラム」に参加することが確認

されました。 

引続き代表者の選出が行われ、社団法人映像ソフ

ト協会の角川歴彦会長の代表就任が満場一致で決定

されました。 

角川代表は、就任挨拶の中で、「海外で日本のコ

ンテンツの評価が高まっている」が、「アジアでのコ

ンテンツ流通は、未だ海賊が主流である」ことを指

摘し、「同機構を通じて海賊排除のための効率的執

行活動が期待されること」と、「同機構の活動を通じ

てコンテンツ産業が日本の基幹産業となることを期

待する」旨を表明しました。 

その後、文部科学省と経済産業省からの来賓ご挨

拶に続き、運営要領の決定、活動案骨子紹介、企画

委員会の設置が承認されました。 

年1回の総会で重要事項を決定するほかは、企画

委員会が中心となって活動を推進していくことにな

りますが､同委員会は、(社)コンピュータソフトウェ

ア著作権協会、(社)日本映像ソフト協会、(社)日本

音楽著作権協会、(社)日本民間放送連盟、(社)日本

レコード協会で構成されることが承認されました。 

 

事務局は総会で

決定されることとさ

れていますが、当面、

文化庁長官官房国際

課と経済産業省商務

情報政策局メディア

コンテンツ課が担当

します。 

同機構には、上記

企画委員会メンバー

のほか、書籍、コン

ピュータソフトウェ

ア、映画、音楽、ア

ニメ、放送、デジタ

ルメディア等の団体

と企業29のメンバー

が参加しています。 

 

●設立総会会議風景● 

コンテンツ海外流通促進機構設立される 
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単位：数量×千枚・巻、金額×百万円 

 

2002年上半期(1～6月) 

2002年上半期（１～６月）のレコード生産実績がまとまりました。 

2002年上半期の当協会加盟24社（受託を含む）のオーディオレコード、ビデオレコードを合わせた総

生産数量は、１億9,873万枚・巻（前年比91%）となり、1992年以来10年振りに２億枚・巻を割り込みま

した。また、総生産金額は、2,792億円（前年比85%）となり、こちらは1994年以来８年振りに3,000億円

を割っています。 

このうち、オーディオレコードは、数量で１億7,252 万枚（前年比89%）、金額で2,226億円（前年比85%）

と数量・金額共前年同期を大幅に下回りました。 

また、ビデオレコードでも、DVDは、数量で1,964 万枚（前年比129%）、金額で354億円（前年比106%）

と伸び率は鈍化したものの引き続き伸長しましたが、カセットテープ等の落ち込みが激しく、トータル

では、数量は2,621万枚・巻と前年比107%としたものの、金額は566億円と前年比85%となり、前年同期の

実績を下回っています。 

なお、統計数値の詳細は、11頁をご参照ください。 

◇◇生生産産実実績績ままととままるる◇◇ 
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数量 金額 数量 金額 数量 金額 数量 金額 数量 金額 数量 金額

CD 220,929 268,902 233,133 289,198 211,888 275,325 205,154 265,957 185,960 255,712 165,690 217,067

テープ他 11,530 9,885 11,267 9,198 10,181 8,641 9,908 8,127 8,420 6,927 6,831 5,508

オーディオ計 232,460 278,787 244,400 298,396 222,070 283,965 215,063 274,084 194,380 262,640 172,521 222,574

ｵｰﾃﾞｨｵ前年比 101% 102% 105% 107% 91% 95% 97% 97% 90% 96% 89% 85%

DVD 226 445 1,009 1,708 1,795 4,176 8,559 19,473 15,235 33,367 19,637 35,392

LD他 5,355 15,275 4,189 11,939 2,365 5,874 1,856 3,809 1,159 1,999 1,009 1,828

VHS 10,697 37,570 11,003 40,136 10,872 36,242 10,356 34,633 8,037 31,014 5,563 19,426

ビデオ計 16,278 53,290 16,201 53,783 15,032 46,292 20,772 57,915 24,431 66,379 26,210 56,647

ﾋﾞﾃﾞｵ前年比 97% 100% 100% 101% 93% 86% 138% 125% 118% 115% 107% 85%

AV合計 248,738 332,077 260,600 352,179 237,102 330,257 235,835 331,998 218,811 329,019 198,731 279,221

AV計前年比 100% 102% 105% 106% 91% 94% 99% 101% 93% 99% 91% 85%

2001 200220001997 1998 1999
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IFPI大会、ワシントンで開催 

 

 

７月20日（土）、中国・北京におい

て、「日本fans大集合」が開催されま

した。これは、1999年５月に(財)音

楽産業・文化振興財団が設立した「日

本音楽情報センター」が、毎年開催

しているイベントで、今年で３回目

を迎えました。 

イベントでは、中国・日本両国の

バンドによる演奏、日本人アーティ

ストのプロモーションビデオ上映、

地元放送局ＭＣによる音楽談義や抽

選会などが行われ、明るい雰囲気で

盛り上がりました。 

会場には1,500名を超えるファンが

詰め掛け、バンドの演奏に熱心に見

入っていました。中には開演４時間

前から列を作った熱心なファンもお

り、同地における音楽の人気の高さ

をうかがい知ることができました。 

また、今年は、上海でも初めて同

様のイベントが開催されました。上

海には今年６月、日本の音楽情報を

提供するための場として｢広報文化セ

ンター｣の中に｢日本音楽情報コー

ナー｣が開設されており、財団も積極

的に協力をしています。 

上海のイベントは7月22日（月）に

開催され、北京と同様の内容で盛り

上がりました。初めての試みにも拘

わらず、約1,400名の音楽ファンが参

加、高い人気をうかがわせました。

参加者の80％を女性が占めており、

北京との差も感じさせました。 

イベントの最後には、在上海日本

国総領事館杉本総領事にも登場して

いただきました。総領事は、イベン

ト中行われたゲームの勝利者の表彰

に引き続いて中国語による挨拶をさ

れ、満員の客席から大きな歓声が上

がっていました。 

また、挨拶の中では、前述した「日

本音楽情報コーナー」についても言

及していただき、さらに認知度が高

まったことと思われます。 

このイベントは上海でも非

常に注目されており、イベン

トの模様は翌日の昼の番組

（上海ＴＶ）にも取り上げられ

ました。 

北京・上海でのイベント内

容の詳細は以下のとおりです。 

 

北京 

日時場所：７月20日(土)14:30 

～17:00 北京王府井大飯店 

主催：Jamic（日本音楽信息 

中心） 

後援：北京市人民対外友好協 

会、中国音楽生活報、在中 

華人民共和国日本国大使館、 

日本国際交流基金北京事務 

所、(社)私的録音補償金管 

理協会 

協力：日清食品、日本航空 

出演者：浜根浩司、920バンド（日本）、

非バンド、Silver Ash（中国） 

 

上海 

日時場所：７月22日(月)14:00～

17:00 上海香港広場 

主催：Jamic（日本音楽信息中心）、

東京波普 

後援：音像世界、在上海日本国総領

事館 

協力：日本航空 

出演者：浜根浩司、920バンド（日本） 

 

 

 

 

 

 

7月22日（月）15時から、自由民主

党党本部において、同党「教育･文化･

スポーツ関係団体委員会」メンバー

の国会議員の先生方とレコード協会

関係者による懇談会「Music Affair 

2002」が行われました。 

冒頭、委員長の山本一太参議院議

員から、「これまで我々は、文化を形

作るレコード産業の方々と意見交換

をしたことがなかった。国家戦略と

して著作権は重要な分野であり、本

日は、実際にレコード産業に携わる

方々から、現状と問題点を聞きたい」

との趣旨説明とご挨拶がありました。 

続いて、委員会メンバーの方々と

当協会側参加者の紹介の後、レコー

ド産業が直面する課題として、富塚

会長から、①最近顕著になりつつあ

るCD-Rコピー問題、②日本のレパー

トリーのＣＤが海外から還流してく

る問題、③コピーを前提とした音楽

専門のデジタルラジオ放送の問題等

について、問題の所在、対応状況を

説明し、理解を求めました。 

Information

 

Information

北京・上海で日本音楽ファン 

のためのイベント開催 

自由民主党の教育・文化・スポーツ

関係団体委員会及び当協会による

「Music Affair 2002」開催

ステージに押し寄せる満員の観客（北京） 

開場を待ち、列を作る観客たち（上海） 
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その後のフリー・ディスカッショ

ンの中では、当協会会員社からの参

加メンバーがそれぞれ直面する問題

を訴え、レコード産業に関する諸問

題について意見交換を行い、約1時間

半の懇談会は、友好裡に終了しまし

た。 

本懇談会には、委員会からは山本

一太委員長をはじめ、伊藤信太郎氏、

近藤基彦氏、西川京子氏、林省之介

氏、有村治子氏、大仁田厚氏、小泉

顕雄氏、橋本聖子氏の計9名の国会議

員の先生方が出席されました。また、

当協会からは富塚勇会長をはじめ、

各委員会代表として、天沼澄夫キン

グレコード常務取締役、笠原壮夫エ

イベックス・ディストリビューショ

ン代表取締役社長、宍戸史紀東芝

EMI常務取締役、八木仁ワーナー

ミュージック･ジャパン代表取締役

COO、堂山昌司BMGファンハウス

取締役副社長の各氏、田辺攻専務理

事、生野秀年常務理事他、計11名が

出席しました。 

 

 

 

７月17日(水)、WIPO（世界知的

所有権機関）の事務局次長を務める

植村昭三氏が、当協会を訪問されま

した。 

同氏は、1998年８月からWIPO事

務局次長として、著作権を含む知的

所有権の規範作りを担当し、2000年

12月の「視聴覚的実演の保護に関す

る外交会議」にはWIPOの責任者と

して参加されました。 

2001年12月からは知的所有権のエ

ンフォースメント関係を担当されて

います。 

当日のミーティングでは、世界と

日本のレコード産業が現在置かれて

いる状況、特にCD-Rコピー問題、

違法音楽ファイル共有問題が深刻な

影響を及ぼしていることを富塚会長

から説明したあと、同氏から、放送

事業者の保護に関する条約、著作物

性のないデータベースの保護、著作

権と隣接権のエンフォースメントに

関する検討状況等、WIPOにおける

ルール作りの進捗状況について概要

が紹介されました。 

また、同氏が関心を持たれていた

インターネット上の違法行為への対

策、技術的保護手段の採用について、

当協会事務局から日本MMOと

WinMXを利用した音楽ファイルの違

法アップロードに対する訴訟例と、

コピーコントロール技術の導入

（CCCDの発売）状況を、具体例とし

て説明し、引き続き意見交換が行わ

れ、有意義なミーティングとなりま

した。 

 

 

 

当協会会員社ユニバーサルミュー

ジックから、以下のとおり、同社と

して初めてのコピーコントロールＣ

Ｄが発売されました。 

 

８月７日発売 

池田綾子「LIFE」（シングル） 

 

同社では、今後のリリース作品に

ついて、アーティストとの話合いの

上､コピーコントロール機能の搭載に

ついて決定することとしています。 

 

 

 

■委員会委員長交代他 

下記委員会の正・副委員長の交代

がありました。 

 

情報・技術委員会 

委員長 八木 仁（WJ）（新任） 

マーケティング委員会 

委員長 笠原壮夫（AVT）(新任) 

副委員長 宍戸史紀（TO）（新任） 

     桐畑敏春（PC）（留任） 

 

■組織変更および人事異動 

８月１日付で、下記の組織変更と

人事異動を実施しました。今回の改

組は、RIAJ21プロジェクトで定めら

れた新ミッションの円滑な遂行と4

委員会の効率的運営をはかるための

ものです。 

まず、業務部、特別業務部を統合

し、音楽市場の変化に迅速に対応す

ると共に、著作物の違法利用を抑制

するためのエンフォースメント体制

を強化します。また､多様化する技術

に的確に対応するため、テクノロジー

センターを情報・技術部に名称変更

し、技術標準化グループと情報・技

術グループの担当制を敷きます。 

 

記 

 

１．組織変更 

テクノロジーセンターを、情報・ 

技術部とする。 

業務部と特別業務部を統合し、業 

務部とする。 

 

２．人事異動・委嘱 

田辺 攻 専務理事兼広報部部長 

（旧：専務理事兼総合企画担当兼

広報部部長） 

生野秀年 常務理事兼事務局長 

（旧：常務理事兼事務局長兼法務

部長） 

田中純一 事務局次長兼総務部部

長兼情報・技術部部長 

（旧：テクノロジーセンター長） 

高杉健二 法務部部長 

（旧：法務部部長代理） 

丸山善光 業務部部長 

（旧：特別業務部部長） 

塩浦純一 業務部担当部長 

（旧：業務部部長） 

中村俊也 情報・技術部担当部長 

（新規入社） 

WIPO事務局次長 

植村昭三氏来会 

ユニバーサルミュージック 

コピーコントロールＣＤ発売開始

当協会関連 
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●“音楽は無料”という考え方がヨーロッ

パレコード産業の未来を危うくする 

 

120億ユーロの規模を持ち、全世界のレコード売

上の３分の１を域内のアーティストの作品が占めて

いるヨーロッパのレコード産業が、現在、これまで

になかった大きな課題に直面しています。 

“音楽は無料である”という考え方が、レコード売

上に深刻な打撃を与えているのです。楽曲が、アー

ティストの許諾なしにかすめとられ、音楽を生業と

する人々すべての利益にダメージを与えています。 

IFPIのジェイソン・バーマン会長は、「“音楽は

無料”とは魅力的な響きだが、音楽がアーティスト

の許諾なしに使われることで、音楽産業も一般社会

も、いずれ大きな被害を受けることになるだろう。

“無料の音楽”とは、新しい音楽や、アーティストの

選択肢の減少、雇用機会の大幅減少、ヨーロッパの

文化の衰退を意味する。各国の政府が、適切な法制

を整え、公衆に問題の深刻さを自覚させながら真剣

にこの犯罪行為に取り組むことが極めて重要である。

なぜならば、ヨーロッパの音楽産業の未来がかかっ

ているからだ」と警告しています。 

フランス人アーティストのジャン・ミシェル・ジャー

ル氏は、７月10日にブリュッセルで行われた音楽産

業の代表による会議に参加し、“音楽は無料”という

考え方の蔓延によって生じるダメージに対し、広く

公衆の自覚を促すことの必要性を表明しました。同

氏は以下のように語っています。 

「私は、音楽がすばらしいものであること、ヨー

ロッパ文化にとって欠かせない役割を担っているこ

とを信じている。アーティストたちの才能や創作性

は全世界から賞賛されている。しかしこの成功は当

然のものではない。今後も音楽がアーティストの生

活を支えていくためには、許諾なしでかすめとられ

ることは絶対に避けなければならない。政府は、公

衆に対し、音楽を無料で手にいれる行為が、自分た

ちを楽しませるために作品作りをしているアーティ

ストたちの未来を台無しにしていることを強く認識

させるよう努力をすべきだ。ＥＵも、ＣＤの高すぎ

る付加価値税を引き下げ、レコード業界を支援して

いるという姿勢を示せるはずだ。音楽も、低税率の

恩恵を受けている他の文化製品と同様に扱われるべ

きだ」と語りました。 

インターネット上に違法にアップロードされた音

楽ファイルの増加や、大規模なCD-Rコピーは、ヨー

ロッパの音楽市場に打撃を与えています。IFPIによ

ると、2001年の世界音楽売上は、ＣＤアルバム売上

の減少の影響で、金額で５％の減少を記録していま

す。特に著しい減少を示したのは、ドイツ（９％）、

オーストリア（10％）、デンマーク（19％）、ベルギー

（10％）などのヨーロッパの国々で、今年第１四半期

に関しても同様の市場状況であったようです。 

（IFPIプレスリリース2002.7.10） 

 

●ヨーロッパ最大の秘密海賊製造工場に

対し、懲役刑および罰金刑下る 

 

西ヨーロッパで発見された最大規模の海賊製造地

下工場において海賊版を製造していたドイツ人男性

に対し、懲役１年（執行猶予１年）と罰金刑（10,000

ユーロ）の判決が下されました。男性は罪状を認め

ています。 

この判決は、昨年９月にドイツ、コローニャ・ボ

ン地方で立ち入り捜査が行われた工場に対するもの

です。この捜査で、販売価格にして1,500万ユーロ以

上と推定される100万枚以上の製造能力を持つＣＤ製

造機器が発見されました。 

海賊製造工場がドイツで発見されたのは今回が始

めてです。同工場では、国内外のトップアーティス

トのＣＤの他、オランダ市場向けの海賊版編集アル

バムを製造していました。ドイツ、イタリア、オラ

ンダ、イギリスで発見された海賊版編集アルバムも

同工場の製品サンプルと合致し、同工場が海賊音楽

の国際的製造と流通に重要な役割を担っていたこと

が明らかになりました。 

今回の捜査は、ドイツ警察とIFPI、IFPIドイツ支

部、オランダの犯罪捜査機関“BumaStemra”が共

同で行ったもので、合同捜査としてはもっとも大掛

かりなものでした。 

IFPIの執行部門責任者のイアン・グラント氏はこ

の事件について以下のように語りました。「この事件

は、音楽海賊に国境が存在しないという事実を非常

によく示している。このような犯罪ビジネスとして

の国際取引に対し、執行当局は、他国の執行当局と

の協力体制をより強化し、取り組む必要がある。」 

また、ドイツレコード協会のゲルト・ゲルハルト

会長も、「音楽海賊は軽易な犯罪ではない。厳しく罰

せられるべきである」と語りました。 

（IFPIプレスリリース2002.７.10） 

世界の話題 
World 
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2002年6月現在（日本レコード協会調べ）の各国の条約
加入状況を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各国の条約加入状況 

統 
■ 計 

■ 資 
■ 料 183 

国  名 ベルヌ条約
UCC(万国著作権

条約)
WCT(WIPO著作
権条約)

ローマ条約(実演家等

保護条約)
レコード保護条約

WPPT(WIPO実演・レ

コード条約)
WTO設立協定

アイスランド ○ ○ ○ ○
アイルランド ○ ○ ○ ○
アゼルバイジャン ○ ○ ○
アメリカ合衆国 ○ ○ ○ ○ ○ ○
アラブ首長国連邦 ○
アルジェリア ○ ○
アルゼンチン ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
アルバニア ○ ○ ○ ○
アルメニア ○
アンティグア・バーブーダ ○ ○
アンゴラ ○
アンドラ ○
イギリス ○ ○ ○ ○ ○
イスラエル ○ ○ ○ ○
イタリア ○ ○ ○ ○ ○
インド ○ ○ ○ ○
インドネシア ○ ○ ○
ウガンダ ○
ウクライナ ○ ○ ○ ○ ○
ウルグアイ ○ ○ ○ ○ ○
エクアドル ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
エジプト ○ ○ ○
エストニア ○ ○ ○ ○
エルサルバドル ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
オーストラリア ○ ○ ○ ○ ○
オーストリア ○ ○ ○ ○ ○
オマーン ○ ○
オランダ ○ ○ ○ ○ ○
ガーナ ○ ○ ○
カーボベルデ ○ ○
ガイアナ ○ ○
カザフスタン ○ ○ ○
カタール ○ ○
カナダ ○ ○ ○ ○
ガボン ○ ○ ○ ○
カメルーン ○ ○ ○
韓国 ○ ○ ○ ○
ガンビア ○ ○
カンボジア ○
ギニア ○ ○ ○ ○ ○
ギニアビサウ ○ ○
キプロス ○ ○ ○ ○
キューバ ○ ○ ○
ギリシャ ○ ○ ○ ○ ○
キルギス ○ ○ ○
グアテマラ ○ ○ ○ ○ ○
クウェート ○
グルジア ○ ○ ○ ○
グレナダ ○ ○
クロアチア ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ケニア ○ ○ ○ ○
コードジボアール ○ ○
コスタリカ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
コロンビア ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
コンゴ ○ ○ ○
コンゴ民主共和国 ○ ○ ○
サウジアラビア ○
ザンビア ○ ○ ○
シエラレオネ ○
ジブチ ○ ○
ジャマイカ ○ ○ ○ ○ ○ ○
シンガポール ○ ○
ジンバブエ ○ ○
スイス ○ ○ ○ ○ ○
スウェーデン ○ ○ ○ ○ ○
スーダン ○
スペイン ○ ○ ○ ○ ○
スリナム ○ ○
スリランカ ○ ○ ○
スロバキア ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
スロベニア ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
スワジランド ○ ○
赤道ギニア ○
セネガル ○ ○ ○ ○ ○
セントクリストファー・ネイビス ○ ○
セントビンセント・グレナディーン ○ ○ ○
セントルシア ○ ○ ○ ○ ○ ○
ソロモン諸島 ○
タイ ○ ○
台湾 ○
タジキスタン ○ ○
タンザニア ○ ○
チェコ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
チャド ○ ○
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国  名 ベルヌ条約
UCC(万国著作権

条約)
WCT(WIPO著作
権条約)

ローマ条約(実演家等

保護条約)
レコード保護条約

WPPT(WIPO実演・レ

コード条約)
WTO設立協定

中央アフリカ ○ ○
中華人民共和国 ○ ○ ○ ○
チュニジア ○ ○ ○
チリ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
デンマーク ○ ○ ○ ○ ○
ドイツ ○ ○ ○ ○ ○
トーゴ ○ ○
ドミニカ ○ ○ ○
ドミニカ共和国 ○ ○ ○ ○
トリニダード・トバゴ ○ ○ ○ ○
トルコ ○ ○
トンガ ○
ナイジェリア ○ ○ ○ ○
ナミビア ○ ○
ニカラグア ○ ○ ○ ○ ○
ニジェール ○ ○ ○ ○
日本 ○ ○ ○ ○ ○ ○
ニュージーランド ○ ○ ○ ○
ノルウェー ○ ○ ○ ○ ○
バーレーン ○ ○
ハイチ ○ ○ ○
パキスタン ○ ○ ○
パナマ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
バハマ ○ ○
パプアニューギニア ○
パラグアイ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
バルバドス ○ ○ ○ ○ ○
ハンガリー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
バングラデシュ ○ ○ ○
フィジー ○ ○ ○ ○ ○
フィリピン ○ ○ ○ ○
フィンランド ○ ○ ○ ○ ○
ブラジル ○ ○ ○ ○ ○
フランス ○ ○ ○ ○ ○
ブルガリア ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ブルキナファソ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ブルネイ ○
ブルンジ ○
ベナン ○ ○
ベネズエラ ○ ○ ○ ○ ○
ベラルーシ ○ ○ ○ ○
ベリーズ ○ ○ ○
ペルー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ベルギー ○ ○ ○ ○
ポーランド ○ ○ ○ ○
ボスニア・ヘルツェゴビナ ○ ○
ボツワナ ○ ○
ボリビア ○ ○ ○ ○
ポルトガル ○ ○ ○
香港 ○
ホンジュラス ○ ○ ○ ○ ○ ○
マカオ ○
マケドニア ○ ○ ○ ○
マダガスカル ○ ○
マラウイ ○ ○ ○
マリ ○ ○ ○ ○
マルタ ○ ○ ○
マレーシア ○ ○
南アフリカ ○ ○
ミャンマー ○
メキシコ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
モーリシャス ○ ○ ○
モーリタニア ○ ○
モザンビーク ○
モナコ ○ ○ ○ ○
モルディブ ○
モルドバ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
モロッコ ○ ○ ○
モンゴル ○ ○
ユーゴスラビア ○ ○ ○
ヨーロッパ共同体 ○
ヨルダン ○ ○
ラオス ○
ラトビア ○ ○ ○ ○ ○ ○
リトアニア ○ ○ ○ ○ ○ ○
リビア ○
リヒテンシュタイン ○ ○ ○ ○ ○
リベリア ○ ○
ルーマニア ○ ○ ○ ○ ○ ○
ルクセンブルグ ○ ○ ○ ○ ○
ルワンダ ○ ○ ○
レソト ○ ○ ○
レバノン ○ ○ ○
ローマ法王庁 ○ ○ ○
ロシア ○ ○ ○

合計 149 98 35 68 67 33 144
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＜ 邦 楽 ＞ 

 

■３ミリオン 

DEEP RIVER／宇多田ヒカル／

2002.06.19(TO) 

 

 

 

■プラチナ 

POWER OF WORDS／愛内里菜／2002.05.15(GZ) 

Stompin' On DOWN BEAT ALLEY／東京スカパラダイス

オーケストラ／2002.05.22(AVT) 

The Golden Oldies／福山雅治/FUKUYAMA 

ENGINEERING GOLDEN OLDIES CLUB BAND／

2002.06.26(UM) 

■ゴールド 

Organic Plastic Music／orange pekoe／

2002.05.22(BMG) 

シャンティ／島谷ひとみ／2002.06.12(AVT) 

ミニモニ。ソング大百科１巻／ミニモニ。／

2002.06.26(EP) 

 

＜ 洋 楽 ＞ 

 

■ダブル・プラチナ 

FINE - TV HITS and happy music -／VARIOUS／

2002.04.24(BMG) 

■プラチナ 

Heathen Chemistry／OASIS／2002.06.26(SI) 

■ゴールド 

DISCO FEVER／V.A.／2001.08.01(UM) 

ザ・モスト・リラクシング～ フィール３ ピース・オブ・マインド／

V.A.／2002.05.29(TO) 

ディスコ・ナイツ／VARIOUS／2002.06.05(SI) 

 

＜ 邦 楽 ＞ 

 

■ダブル・プラチナ 

ワダツミの木／元ちとせ／2002.02.06(ES) 

■プラチナ 

熱き鼓動の果て／B'z／2002.06.05(BM) 

■ゴールド 

君ヲ想フ／元ちとせ／2002.05.22(ES) 

Another Days／w-inds.／2002.05.22(PC) 

Feel you breeze/one／V6/V6 feat. shoo(S.E.S)／

2002.06.12(AVT) 

楽園ベイベー／RIP SLYME／2002.06.26(WJ) 

 

＜ 洋 楽 ＞ 

 

■プラチナ 

アンセム～2002FIFA World Cup(TM)公式アンセム／

VANGELIS／2002.03.27(SI) 

アルバム（1２作品） 

GOLD ALBUM 他認定作品 

2002 年  月度

シングル（７作品） 

6

※AI：ソニー・ミュージックアソシエイテッドレコーズ／AR：アンティノスレコード／AVT：エイベックス／BG：ビーグラムレコーズ／BM：バーミリオ

ンレコード／BMG：BMG ファンハウス／C：日本コロムビア／CR：日本クラウン／CT：カッティング・エッジ／DF：デフスターレコーズ／EI：エピックレ

コーズ・インターナショナル／EP：ゼティマ／ES：ソニー・ミュージック EK/Epic Records／EW：イーストウエスト・ジャパン／FL：フォーライフミュー

ジックエンタテイメント／GZ：ギザ／JA:ジェイ・ストーム／JE：ジャニーズ・エンタテイメント／JF：J-FRIENDS P.／K：キングレコード／KS：ソニー・

ミュージック EK/Ki/oon Records／MH：ソニー・ミュージックハウス／PAR：プライエイド・レコーズ／PC：ポニーキャニオン／PG：ポリグラム／PI：パ

イオニア LDC／PO：ポリドール／PS：ポリスター／PZ：ピザ・オブ・デス・レコーズ／RR：ロードランナー・ジャパン／SI：ソニーレコーズ・インター

ナショナル／SN：SENHA & CO.／SR：ソニー・ミュージックレコーズ／TE：テイチクエンタテインメント／TF：トイズ・ファクトリー／TJC：徳間ジャパ

ンコミュニケーションズ／TO：東芝 EMI／TRI：トライエム／UM：ユニバーサルミュージック／V：ビクターエンタテインメント／VAP：バップ／WJ：ワー

ナーミュージック・ジャパン／ZA：ヅァインレコーズ／ZJ：ゾンバ・レコーズ・ジャパン 

 会 ● 議 ● メ ● モ  

2002 年７月 （主なもの） （７月１日～７月 31 日） 

７・５ デジタル問題対策会議 ７・12 広報委員会 
７・９ 法制委員会 ７・19 執行委員会 
７・10 レコード倫理審査会 ７・26 理事会 
    情報･技術委員会 ７・30 廃盤セールプロジェクト 
７・11 マーケティング委員会 ７・31 Techno Legal Forum 
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備考 １．本年実績は、会員会社「24 社」の集計である。当会員会社が受託した非会員社からの販売委託分を含む。

   ２．単位未満四捨五入により、内訳と合計が一致しない場合がある。 

  

邦 514 2 60 331 1 122 3,938 2 92 2,090 1 102

 洋 4 0 681 1 0 168 22 0 4 6 0 14

シ  計 519 2 60 332 1 122 3,960 2 82 2,095 1 101

ン 邦 5,842 20 71 4,381 11 68 40,354 23 81 30,655 14 79

グ  洋 215 1 276 138 0 207 797 0 149 611 0 144

ル 計 6,056 21 73 4,519 11 70 41,152 24 82 31,266 14 80

邦 6,356 22 70 4,712 12 71 44,293 26 82 32,745 15 80

 洋 219 1 280 138 0 207 819 0 79 616 0 133

 計 6,575 22 72 4,851 12 72 45,112 26 82 33,361 15 81

邦 14,733 50 101 25,202 62 101 84,493 49 88 132,582 60 81

洋 6,752 23 111 9,680 24 114 36,086 21 102 51,123 23 101

計 21,485 73 104 34,882 86 104 120,578 70 92 183,706 83 86

邦 21,089 72 89 29,914 74 95 128,785 75 86 165,327 74 81

洋 6,971 24 113 9,818 24 115 36,905 21 101 51,740 23 101

計 28,060 96 94 39,733 98 99 165,690 96 89 217,067 98 85

邦 50 0 39 55 0 41 289 0 47 335 0 52

洋 17 0 62 19 0 57 64 0 60 66 0 52

計 67 0 43 74 0 44 354 0 49 402 0 52

邦 1,159 4 87 866 2 71 6,437 4 84 5,071 2 83

洋 22 0 3647 22 0 2170 40 0 124 35 0 144

計 1,181 4 89 888 2 72 6,477 4 84 5,106 2 83

邦 22,297 76 89 30,835 76 93 135,511 79 86 170,733 77 81

洋 7,011 24 114 9,859 24 115 37,009 21 101 51,841 23 101

計 29,308 100 94 40,694 100 98 172,521 100 89 222,574 100 85

総合計

2002 年 6 月 レコード生産実績

6 月    実    績 2002 年 （ １ 月 ～ 6 月 ） 累  計

表１．オーディオレコード

           数量  ： 千枚･巻
単位
           金額  ： 百 万 円

数    量 構成
比

前   年
同月比

金    額 構成
比

前   年
同月比

数    量 構成
比

前   年
同期比

金    額 構成
比

前   年
同期比

社団法人  日本レコード協会

小
計

アナログ
ディスク

カセット
テ  ー プ

12cm

CD

 8cm

CD

12cmCD
アルバム

Ｃ  Ｄ
合  計

  

2002 年 6月レコード生産実績

1 月    実    績

4,300 82 138 5,065 67 74 19,637 75 129 35,392 62 106

181 3 88 383 5 105 1,009 4 87 1,828 3 91

752 14 48 2,107 28 30 5,563 21 69 19,426 34 63

5,232 100 107 7,555 100 53 26,210 100 107 56,647 100 85

DVD

テ  ー プ

合      計

LD・その他

6 月    実    績 2002 年 （ １ 月 ～ 6 月 ） 累  計

表２．ビデオレコード

数    量 構成
比

前   年
同月比

金    額 構成
比

前   年
同月比

数    量 構成
比

前   年
同期比

金    額 構成
比

前   年
同期比

29,308 85 94 40,694 84 98 172,521 87 89 222,574 80 85

5,232 15 107 7,555 16 53 26,210 13 107 56,647 20 85

34,540 100 95 48,249 100 86 198,731 100 91 279,221 100 85

オーディオ

6 月    実    績

ビ   デ   オ

2002 年 （ １ 月 ～ 6 月 ） 累  計

合         計

表３．オーディオ／ビデオ合計

数    量 構成
比

前   年
同月比

金    額 構成
比

前   年
同月比

数    量 構成
比

前   年
同期比

金    額 構成
比

前   年
同期比

8,051 100 71 949 100 72 61,980 100 93 7,079 100 65

0 0 - 0 0 - 0 0 - 0 0 -

8,051 100 71 949 100 72 61,980 100 93 7,079 100 65

6 月    実    績 2002 年 （ １ 月 ～ 6 月 ） 累  計

合      計

邦      盤

洋      盤

＜参考＞表４．複合型ＣＤ（ＣＤ－Ｇ、ＣＤ－Ｉ、ＣＤ－ＲＯＭなど）

数    量 構成
比

前   年
同月比

金    額 構成
比

前   年
同月比

数    量 構成
比

前   年
同期比

金    額 構成
比

前   年
同期比
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